
東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所

２０２６年度　パフォーマンス向上会議情報（２０２６年９月２９日（火）分）

◆「不適合」とは、法律等で報告が義務づけられているトラブルや、設備の点検で見つかる機器の故障など、

発電所の設備や業務の安全性及び信頼性の確保に必要な要求事項を満たしていない状態をいいます。

当発電所では、社内の会議体（パフォーマンス向上会議）において「不適合」と判定したすべての事案を

本ホームページで公表しています。

２０２６年９月２９日のパフォーマンス向上会議で審議された不適合は、下記のとおりです。

番号
ＣＡＱ
影響度

発見日

1 Non-CAQ 9月18日

不適合内容

【危険物取扱い未届けにおける指定数量１／５の超過について】
当社社員が、残土置き場車両保管場所エリアにおけるドラム缶内の軽油の凝固処理において、軽油の指定数量※
１０００リットルの１／５である１日あたり２００リットルを超過して３２０リットルの処理を実施していたことを確認。
指定数量の１０００リットルの１／５である１日あたり２００リットルを超過して危険物の取扱いを行う場合は消防署への
届け出が必要であった。
今後、原因を調査し、再発防止対策を検討。

※危険物の保管箇所１か所につき、貯蔵、取扱の上限を定めたもの


